
食いしん防災コミュニティ部会がいく！ 

（第７９回 ２０２４年１２月） 

 

 車の運転が好きである。スピードには興味がない。普通の速さでのんびり走るのが 

良いのだ。 

 走っていて面白くないのは、都会の道路。信号だらけで渋滞してるのは最悪。停車が

多いとイライラする。高速道路は信号がなく渋滞も少ないが、やはり面白くない。進路

や窓からの眺めに変化が少ないためだ。 

 好きなのは、スイスイ走れて変化の多い道。山道なんかがそう。川や海沿いのルート

は最高だ。特に水辺を左に見ながら走れるところが良い。 

 

 ということで、海沿いの道をドライブして、時計回りに日本一周する計画を立てた。

一気にこなすのは無理なので、ルートを分割して数年がかりで走破するプランだ。その

第１回目、四国１周を９月はじめに３日かけて行ったのはすでに報告した通り。（第 77

回） そして 11月末に第２回目として、山陽地方に出かけた。 

 

 できるだけ海に近い自動車道を時計回りに、陽が明るい時間帯だけ走るという基本 

方針でスタートしたが、今回もう少し細かいルールも新たに設けた。 

 前回チャレンジして骨身にしみたのは、海岸線がものすごく複雑に入り組んでいる 

こと。道路のあるところすべてを走ったら、ものすごく時間がかかるのだ。あらかじめ

日中に走れるであろう距離を予測して、宿泊場所を設定しているのに、予定が狂うと 

困ったことになる。ここまではたまたまうまくいけたが、運任せは危ない。 

 設けた新ルールは次の２つ。まず①人工の埋め立て地はパスする。たいてい工場地帯

になっていて、道も直線的で面白くないからだ。 

 次に②道路が行き止まりになっている半島はパスする。平地のほとんどない小さめの

半島にこれが多い。１本の道を往復するのはつまらない。海を左に見ながら１周できる

のが条件だ。 

橋でつながった島もけっこうある。結局は同じ橋を渡って戻る 

のだが、これも島を１周できる場合は行く。 

 

これでルートの選定もやりやすくなった。今回は兵庫県の瀬戸 

内海側から岡山県を経て広島県の呉市に入るまでを２日かけて 

走った。岡山県の尾道から笠岡にかけてと、広島県の鞆の浦から

呉にかけてが素晴らしかった。橋でつながっている田島＆横島のルートも走りがいが 

あった。 

 

 海沿いドライブはとにかく夜明けの景色がとてつもなく美しい。 

「崖の上のポニョ」の舞台のモデルにもなった鞆の浦の朝は、筆舌 

に尽くしがたい素晴らしさだった。食いしん防は個人旅行で写真を 



撮らない主義なので、このプロジェクトで体験したことはすべて脳裏に焼きつけておく。

顛末は、このコーナーで報告していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TOPICS 

☆こと防 秋の活動内容が決まる 

 先月に“計画中”をお伝えしたこと防の秋の活動。お忙しい中村準一さんとやっと  

お出会いして相談した結果、防災推進員の皆さんに「HUG（避難所運営ゲーム）」を  

体験してもらうことになった。 

 机上訓練ではあっても、災害発生時の避難所運営がいかに大変かを疑似体験できる

HUG。食いしん防も幾度か体験したが、ぶっつけ本番ではとてもできるもんじゃない

と、リアルに実感できる。とにかく想像できないような難題が次々と降りかかってくる

のだ。 

 今回は、ブロックごとのグループに分かれて１時間ちょっとの HUG体験の後、振り

返りの意見交換をしてもらうという計画。「実際の災害が起こる前に、どんな準備を  

する必要があるか」を考えてもらうことが主目的となる。 

 その結果は……次号を待て！ 

 

 

 

  

 

 

今後の活動予定 

12月 9日（月）HUG進行役への中村準一さんからのレクチャー 

   12日（木）こと防「HUG体験」 

14日（土）大沢町サロン（クリスマス会）に出張！ 防災クイズ大会 

 

※ 出前講座の申し込み受け付けます！ 

 

 

 



勝手にＱ＆Ａコーナー 

 Q：災害時の避難所運営って、行政の専門家がやってくれるんでしょ？ 住民がHUG

やらで勉強しても、意味ないんじゃないですか？ 

 A：確かに過去の災害では、行政が避難所の開設から運営まで行った事例がありまし

た。しかし、結果的にうまくいかなかった。理由はいくつか考えられますが、避難

してきた住民が頼りきりになってしまう傾向が強く、ゴタゴタの元になってしまう。

それより住民自身の手によって運営される方が、仲間意識が働くので、うまくいき

やすいのです。それに加えて、行政職員は他にしなければならないことが、山の  

ようにあるのでね。 

 

 

 

 

 

 

 Q：どうして旅行の写真を撮らないのですか？ 映像の記録がある方が、他人に説明

しやすいじゃないですか。 

 A：食いしん防は SNS とかでプライベートを発信することに興味がない人なのよ。

この HP のコラムに匿名で書くのがせいぜい。何かを体験した時に一番大事なの

は、それで何を感じ考えたかってことだと思うのね。つまり映像やデータでは残せ

ないところに価値を置いているので……。まあ、いちいち写真を撮るのが面倒く 

さい、ってこともあるんだけどね。信号のないくねくね道を走ってるだけで、食い

しん防は幸せなんよ。 

 

 

 

 楽しい質問、お待ちしてます！ 

                          （文責：こじまだっちょ） 


